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謹謹
賀
新
年

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
迎
え
た
２
０
１
４
年
が
町
民
の
皆

様
に
元
気
で
、
ま
た
活
力
の
あ
る
町

に
な
る
よ
う
今
年
も
全
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

５
月
５
日
に
町
長
に
就
任
し
て
か

ら
、
私
の
掲
げ
た
公
約
一
つ
ひ
と
つ

の
基
礎
を
作
り
、
そ
し
て
、
近
い
将

来
そ
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
町
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
町
と
し
て
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
実
行
し
、
そ
の
中

で
新
た
な
施
策
を
精
査
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て

　
大
泉
町
長
　
村
山
俊
明 ぐんまちゃぐんまちゃんん
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村
山
町
長
と
北
小
学
校
６
年
生
の
み
ん
なななななななななななななななななななななな

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
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校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭

（
北
小
学
校
校
庭
））））））））））））））））））））））

　
福
祉
の
向
上
、
環
境
問
題
、
教
育

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
事
業
を
見
直
し
、

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
活
力
の
あ
る
、
そ
し
て

活
気
の
あ
る
大
泉
町
を
再
生
さ
せ
る

た
め
、
企
業
誘
致
を
図
り
、
少
し
で

も
多
く
の
企
業
が
本
町
に
進
出
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
泉
町
が
企
業
の
町
と
し
て
、
再

生
し
、
さ
ら
に
成
長
・
発
展
し
て
い

く
た
め
に
、
今
年
も
ス
ピ
ー
ド
感
・

責
任
感
・
緊
張
感
を
持
っ
て
町
政
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
厳
し
い
経
済
情
勢
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
、
目
に
見
え
た
改
革
の
年
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政

へ
の
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ

６５
ん
の
移
動
手
段
を
確
保
し
、
通

院
や
買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
始
し
ま
す
。

□
利
用
で
き
る
人
　
町
内
在
住

の
　
歳
以
上
の
高
齢
者
（
１

６５
人
で
乗
り
降
り
が
可
能
な
人
）

で
、
利
用
者
登
録
を
し
た
人

□
利
用
方
法
　
下
記
を
ご
覧
く

だ
さ
い

□
運
行
区
域
　
町
全
域
、
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
、
堀
江
病
院

（
太
田
市
）

□
乗
降
所
　
運
行
区
域
内
の
病

院
、
商
業
施
設
、
公
共
施
設

な
ど
（
乗
降
所
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
地
区
説
明
会
や
長

寿
支
援
課
で
配
布
す
る
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

□
運
行
日
　
月
～
金
曜
日
（
た

だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
　
月
　
日
～
１
月
３
日
）を

１２

２９

除
く
）

□
運
行
時
間
　
午
前
７
時
～
午

後
５
時

□
運
行
車
両
　
　
人
乗
り
の
ワ

１０

ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
２
台

□
運
賃（
１
回
の
利
用
に
つ
き
）

・
町
内
の
移
動
…
３
０
０
円

・
町
外
の
移
動
…
５
０
０
円

　（
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

■高齢者デマンド交通運行事業の利用方法

高
齢
者
デ
マ
ン
ド

交
通
運
行
事
業
と
は

　
町
で
は
、
利
便
性
の
向
上
と
費
用
対
効
果
お
よ
び

財
政
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、「
大
泉
町
に
あ
っ
た
公
共

交
通
」
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢

者
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
　
年
４
月
１
日

２６

高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業
開
始

ち
の
人
は
、
手
帳
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
運
賃
が
半
額

と
な
り
ま
す
）

□
利
用
者
登
録
　
２
月
　
日
昌

１２

か
ら
長
寿
支
援
課
の
窓
口
で

利
用
者
登
録
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
地
区
説
明
会
会
場
で

も
利
用
者
登
録
受
付
を
行
い

ま
す

□
高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業
の
よ
い
と
こ
ろ

・
自
由
な
時
間
に
目
的
地
（
乗

降
所
）
に
行
け
ま
す

・
多
数
の
乗
降
所
か
ら
乗
降
で

き
ま
す

・
利
用
者
が
い
な
け
れ
ば
走
る

必
要
が
な
い
た
め
、
経
費
節

減
に
な
り
ま
す

□
高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
こ
ろ

・
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す

・
乗
り
合
い
の
た
め
、
遠
回
り

す
る
場
合
や
、
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
当
日
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

　①登録…事前に利用者登録をします
　②予約…乗車の１週間前～運行日の前日（午前９時～午後３時）
　　　　　　　　　までに電話で乗降場所・時間を伝えて予約をします　
　③乗車…車両が乗降所へお迎えに行きます
　④降車…目的地（乗降所）までお送りします

自宅近くの乗降所 　病院などの
　乗降所

○○○○○○病院

　乗り合いのため、他の乗降所に寄りなが
　ら、目的地（乗降所）に向かいます。
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高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、

各
地
域
の
公
民
館
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
説
明
会
の
内
容

は
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

□
内
容
　
利
用
方
法
、
予
約
方

法
、
運
行
予
定
車
両
へ
の
乗

車
体
験
な
ど
。
ま
た
、
利
用

者
登
録
希
望
者
に
は
そ
の
場

で
利
用
者
登
録
証
の
発
行
を

行
い
ま
す

□
開
催
日
程
　
左
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
長
寿
支
援
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５
【
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
対

象
が
変
わ
り
ま
す
】

　
４
月
１
日
か
ら
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
交
付
対
象
が
変
わ
り

ま
す
。

□
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、町
税
の
滞
納
が
な
く
、

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
障
害
の
程
度
が
１
級

お
よ
び
２
級
の
人

・
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

【
町
内
循
環
バ
ス
「
さ
わ
や
か
」

の
運
行
を
終
了
し
ま
す
】

　
平
成
　
年
３
月
　
日
を
も
っ

２６

３１

て
、
町
内
循
環
バ
ス
「
さ
わ
や

か
」
の
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
内
循
環
バ
ス「
さ
わ
や
か
」

の
回
数
券
、
定
期
券
の
払
い
戻

し
に
つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
で

対
応
し
ま
す
。
な
お
、
広
域
公

共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
運
行
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
払
い
戻
し
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
先
　
叙
矢
島
タ
ク

シ
ー
（
太
田
市
岩
瀬
川
町
５

４
１
の
１
　
緯
　
・
１
２
１

６０

２
）

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線

２
１
６
）
へ
。

【
公
共
バ
ス
利
用
料
補
助
事
業

を
終
了
し
ま
す
】

　「
さ
わ
や
か
」の
運
行
の
終
了

に
伴
い
、
公
共
バ
ス
利
用
料
補

助
事
業
を
終
了
し
ま
す
。
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
交
付

し
た
、
平
成
　
年
度
利
用
券
は

２５

平
成
　
年
３
月
　
日
を
も
っ
て

２６

３１

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
支
援
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

開催公民館開始時間期日

中部公民館
午前１０時～

２月１２日昌
三吉町公民館

第五区公民館
午後２時～

古海西公民館

古海東公民館午前１０時～

２月１３日昭 坂田西公民館
午後２時～

南部公民館

吉田東公民館午後２時～２月１４日晶

吉田西公民館午前１０時～
２月１７日捷

東部公民館午後２時～

住吉町公民館
午後２時～２月１８日昇

北部公民館

仙石公民館午前１０時～
２月１９日昌

城部公民館午後２時～

坂田東公民館
午前１０時～

２月２０日昭 寄木戸北公民館

日の出町公民館午後２時～

西部公民館午後２時～２月２１日晶

富士之越公民館午後２時～２月２４日捷

寄木戸南公民館午後２時～２月２５日昇

丘山町公民館午前１０時～
２月２６日昌

古氷公民館午後２時～

地
区
説
明
会
の
開
催

■地区説明会開催日程

タクシー
町内循環バス（さ

わやか）
デマンド交通

乗用車
１０人乗りワゴン車

２０人乗り小型バス

１０人乗りワンボッ

クスタイプ
車両

自由
固定

（東西ルート）

自由

（運行区域内）
運行ルート

特になし特になし６５歳以上対象

しないするする乗り合い

指定した場所
バス停

（フリー乗降あり）

乗降所（運行区域

内の病院、商業施

設、公共施設など）

乗降場所

なしあり
なし

（運行時間内）
運行ダイヤ

ありなしあり乗車予約

なしなしあり利用者登録

距離などに

より異なる

６０歳以上１００円

（障害者手帳をお

持ちの人は半額）

町内の移動３００円

町外の移動５００円

（障害者手帳をお持

ちの人は半額）

運賃

■運行形態の比較

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事

業
導
入
に
伴
う
変
更
点
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聴
導
犬
は
音
を
聞
き
分
け

て
、
耳
の
不
自
由
な
人
に
音
を

知
ら
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。「
聴
導
犬
」
と
い
う
表
示
を

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
と
は
、
生
ま
れ
つ

き
、
あ
る
い
は
病
気
や
事
故
な

ど
が
原
因
で
「
聞
こ
え
な
い
」、

「
聞
こ
え
に
く
い
」と
い
う
よ
う

な
障
害
を
言
い
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
の
人
の
特
性
は
、

外
見
か
ら
は
障
害
が
分
か
ら
な

い
こ
と
で
す
。
歩
行
中
に
後
ろ

か
ら
近
づ
く
車
に
気
が
つ
か
な

か
っ
た
り
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
避
け

ら
れ
ず
、
し
ば
し
ば
危
険
な
目

に
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
補
聴
器
さ
え
つ
け
て
い
れ

ば
、
音
声
で
の
会
話
が
可
能
に

な
る
と
の
誤
解
を
受
け
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
は
、
障
害
の
程
度

も
必
要
と
す
る
援
助
も
人
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
手
話
に
よ

る
援
助
よ
り
も
筆
談
の
ほ
う
が

よ
か
っ
た
り
、
口
元
を
は
っ
き

り
見
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
話
す
ほ

う
が
よ
い
人
も
い
ま
す
。も
し
、

困
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た

と
き
は
、
筆
談
な
ど
、
そ
の
人

に
合
っ
た
方
法
で
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
聴
覚
障
害
者
、
音

声
ま
た
は
言
語
機
能
障
害
者
に

家
庭
生
活
・
社
会
生
活
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
手
話
通

訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

聞
こ
え
に
く
さ
を
抱
え
て
い
る

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
情
報
保

障
制
度
で
す
。

・
手
話
通
訳
者
…
手
話
を
使
っ

て
聴
覚
障
害
者
と
健
聴
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

仲
介
す
る
人

・
要
約
筆
記
者
…
会
議
や
講
演

会
な
ど
で
話
さ
れ
て
い
る
内

容
の
要
点
を
ま
と
め
て
、
紙
に

書
い
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち

出
す
こ
と
な
ど
を
行
う
人

□
派
遣
内
容

・
医
療
・
職
業
・
教
育
な
ど
に

　聴覚障害について理解を深めるために、１１月１６日・１７日の

２日間に渡って開催された保健福祉まつりにおいて、聴導犬のデ

モンストレーションが行われました。

聴
覚
障
害
と
は

そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
で

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い

町
が
実
施
し
て
い
る

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚まままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ががががががががががががががががががががが鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるととととととととととととととととととととと聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののの体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体目覚まし時計が鳴ると聴覚障害者の体をををををををををををををををををををををを

揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺揺すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててて起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起こここここここここここここここここここここそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそうううううううううううううううううううううとととととととととととととととととととととすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導揺すって起こそうとする聴導犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬

聴
導
犬
と
は
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　聴導犬普及協会では、全国各地で聴導犬のデモ

ンストレーションを開催するなどして聴導犬の普

及・啓発に努めています。

　平成１４年に身体障害者補助犬法が施行されて、

病院やスーパーなど、多くの人が集まる施設など

に聴導犬を自由に同伴することができるようにな

りました。しかし、聴導犬は全国で５１頭（平成

２５年４月１日現在）しか登録されておらず、聴導

犬自体を知らない人も多いのが現状です。実際、

聴導犬と分からずに話しかけたり、触ったりする

ことで、聴導犬が喜んで仕事をしなくなり、ユー

ザーさんの命に関わることもあります。聴導犬を

見かけたときは、話し

かけたりせず、温かく

見守ってください。そ

して、聴導犬を皆さん

に理解していただき、

聴導犬がいて当たり前

という世の中になって

ほしいです。

関
す
る
こ
と

・
社
会
生
活
上
必
要
な
手
続

き
・
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
こ

と
・
そ
の
他
社
会
生
活
上
必
要
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
（
政
治
、

宗
教
、
営
利
関
係
、
個
人
的

趣
味
・
娯
楽
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
こ
と
な
ど
を
除
く
）

□
対
象
　
聴
覚
障
害
、
音
声
ま

た
は
言
語
機
能
障
害
の
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、

ま
た
は
町
内
に
住
所
を
有
す

る
障
害
者
福
祉
団
体

□
申
請
方
法
　
派
遣
を
受
け
よ

う
と
す
る
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
福
祉
課
へ
直
接
、電
話
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
２
１

６２

０
８
）
で
申
請
す
る

□
費
用
　
無
料

□
注
意
事
項

・
要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
希
望

の
場
合
、
要
約
筆
記
に
必
要

な
情
報
機
器
は
ご
自
身
で
用

意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

機
材
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す

・
閉
庁
時
に
お
け
る
病
気
ま
た

は
事
故
な
ど
緊
急
の
場
合
に

限
り
、
直
接
、
通
訳
者
に
派

遣
依
頼
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

【
は
る
に
れ
の
会
】

　
町
内
に
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル

の
「
は
る
に
れ
の
会
」
が
あ
り

ま
す
。

　
毎
週
木
曜
日
に
手
話
で
交
流

し
て
い
る
ほ
か
、
小
中
学
校
で

の
手
話
教
室
や
講
習
会
の
手
伝

い
な
ど
を
行
い
、
手
話
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

※
は
る
に
れ
の
会
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
２
２
９
４
）
へ
。

６３

皆さんはこのマークを知っていますか？　
聴覚障害に関する３つのマークを紹介します。この機会に正しい意味を理解しましょう。

Interview

聴覚障害者シンボルマーク

　聞こえが不自由なことを表

す、国内で使用されている聴覚

障害者シンボルマークです。耳

マークとも呼ばれ、自治体や銀

行、病院などが「聴覚障害に援

助をします」と呼び掛けるマー

クとして利用されています。

聴覚障害者標識

　聴覚障害であることを理由

に免許に条件を付されている

人が運転する車に表示する

マークです。危険防止のため

やむを得ない場合を除き、無

理に幅寄せや割り込みをする

と道路交通法違反となります。

ほじょ犬マーク

　身体障害者補助犬同伴の啓

発のために、施設や店などの

入口に貼るマークです。身体

障害者補助犬とは、目や耳、

手足の不自由な人の生活を手

伝う「盲導犬」、「聴導犬」、

「介助犬」のことをいいます。

聴覚障害について

理解を深めましょう

聴導犬普及協会　群馬支部

支部長　 飯  塚  高  志 さん
いい づか たか し

保健福祉まつりで行われた

聴導犬啓発コーナーの様子

聴導犬がいることが

当たり前の世の中に

なってほしい
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償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
の
で
き
る
有
形
の
固
定
資

産
で
、
法
人
税
法
、
ま
た
は
所

得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の

計
算
上
、
減
価
償
却
の
対
象
と

な
る
資
産
を
い
い
ま
す
。

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商

店
、
不
動
産
賃
貸
業
な
ど
を
営

ん
で
い
る
場
合
、
所
有
し
て
い

る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
）
に
は

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８

　
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得

者
を
対
象
と
し
た
還
付
申
告
相

談
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

【
住
宅
相
談
会
】

　
平
成
　
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン

２５

な
ど
を
利
用
し
て
住
宅
の
新

築
、
購
入
、
増
改
築
な
ど
を
し

た
人
で
、
住
宅
税
制
に
係
る
各

種
控
除
を
選
択
し
、
適
用
を
受

け
る
人
を
対
象
と
し
た
申
告
相

談
会
で
す
。

□
期
日
　
２
月
　
日
昌

１２

□
持
参
す
る
物
　
下
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い

※
住
宅
の
取
得
等
の
区
分
に
よ

り
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

【
医
療
費
相
談
会
】

　
平
成
　
年
中
の
医
療
費
支
払

２５

金
額
が
　
万
円
を
超
え
る
人

１０

（
た
だ
し
、　
年
中
の
総
所
得
金

２５

額
等
が
２
０
０
万
円
未
満
の
人

は
、
総
所
得
金
額
等
の
５
％
の

金
額
を
超
え
る
人
）
を
対
象
と

し
た
医
療
費
控
除
の
申
告
相
談

会
で
す
。

　
な
お
、
申
告
相
談
に
お
越
し

に
な
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
お

支
払
い
さ
れ
た
医
療
費
の
金
額

を
ま
と
め
て
き
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
金
額

を
ま
と
め
る
の
に
必
要
な
医
療

費
明
細
書
は
、
税
務
課
町
民

税
・
諸
税
係
の
窓
口
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
　
日
昭

１３

□
持
参
す
る
物
　
下
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
共
通
事
項
】

□
時
間

・
午
前
の
部
…
午
前
９
時
～

（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
　３０

分
～
　
時
）

１１

・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
　３０

分
～
（
受
付
時
間
は
午
後
１

時
～
３
時
　
分
）

３０

□
場
所
　
役
場
３
階
大
会
議
室

□
注
意
事
項

・
源
泉
徴
収
票
の
源
泉
徴
収
税

額
欄
に
金
額
の
記
載
が
な
い

場
合
、
申
告
を
し
て
も
還
付

さ
れ
る
税
金
は
あ
り
ま
せ
ん

・
当
日
は
関
係
す
る
書
類
が
全

て
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

場
で
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
い
ず
れ
の
相
談
会
で
も
当
日

は
個
別
の
申
告
相
談
と
な
り

ま
す

※
詳
し
く
は
、税
務
課
町
民
税
・

諸
税
係
へ
。

　
住
宅
・
医
療
費
関
係
　

還
付
申
告
相
談
会

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
６

医療費相談会住宅相談会

印鑑、平成２５年分源泉徴収票の原本、還付金を受け取る預

貯金の口座番号（申告者名義）が確認できるもの

共通で

持参する物

平成２５年中に支払った医療費

領収書（「医療費のお知らせ」は

不可）、支払った医療費のうち、

社会保険や生命保険などから

補てんされた金額がわかる書類

住民票、金融機関が発行する

借入金の年末残高等証明

書、家屋・敷地の売買（請負）

契約書、家屋・敷地の登記事

項証明書など

上記のほかに

持参する物

■相談会で持参する物
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償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
登

記
簿
な
ど
に
よ
り
課
税
対
象
が

把
握
で
き
ま
す
が
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
が
な
い
た
め
、
地
方
税
法

第
３
８
３
条
に
よ
り
申
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在

２６

の
所
有
資
産
に
つ
い
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。申
告
書
な
ど
は
、

昨
年
　
月
上
旬
に
発
送
し
て
い

１２

ま
す
。
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
償
却

資
産
の
一
例

・
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

課
税
客
体

・
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

・
取
得
価
格
が
　
万
円
未
満
の

１０

資
産
で
、
法
人
税
な
ど
の
規
定

に
よ
り
一
時
に
損
金
算
入
さ

れ
た
も
の（
少
額
償
却
資
産
）

・
取
得
価
格
が
　
万
円
未
満
の

２０

資
産
で
、
法
人
税
法
な
ど
の

規
定
に
よ
り
３
年
間
で
一
括

し
て
均
等
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

□
実
地
調
査
　
町
で
は
、
地
方

税
法
第
４
０
８
条
に
基
づ
き

一
年
に
一
回
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

□
申
告
書
の
提
出
期
限
　
１
月

　
日
晶

３１

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

　東日本大震災からの復興を図ることを目

的に制定された「東日本大震災復興基本法」

の基本理念に基づき、町や県で実施する防

災事業に必要な財源を確保するため、「東日

本大震災からの復興に関し地方公共団体が

実施する防災のための施策に必要な財源の

確保に係る地方税の臨時特例に関する法

律」が定められ、個人町民税・県民税が引

き上げられます。

□期間　平成２６年度～平成３５年度（１０年間）

□内容　町民税・県民税の均等割にそれぞ

れ年間５００円が加算され、１，０００円引き上

げられます

※詳しくは、税務課町民税・諸税係（内線

１５７）へ。

防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災ののののののののののたたたたたたたたたためめめめめめめめめめ防災のためののののののののののの

個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税均均均均均均均均均均等等等等等等等等等等割割割割割割割割割割のののののののののの引引引引引引引引引引きききききききききき上上上上上上上上上上個人住民税均等割の引き上げげげげげげげげげげげ

課税対象となる償却資産業種

駐車場設備、受変電設備、舗装路面

庭園、外溝、パソコンなど
共通

商品陳列ケース、陳列棚

冷凍庫、冷蔵庫など
小売店

接客用家具、冷暖房設備

テレビ、厨房設備など
飲食店

理美容椅子、洗面設備

サインポール、テレビなど

理容業・

美容院

各種医療機器（手術台、Ｘ線装置、

ＣＴスキャンなど）、調剤機器など

医院・

歯科医院

柵、照明などの電気設備

駐車装置（機械設備、ターンテーブル）など
駐車場事業

旋盤、プレス機、金型

洗浄給水設備、溶接機など
製造業

ブルドーザー、パワーショベル

ミキサーなど
建設業

パチンコ台、パチスロ台

ゲームマシーン、両替機、放送設備など

パチンコ店・

ゲームセンター

■課税対象となる償却資産の一例（業種別抜粋）

　町では、毎年大好評のスリムアップ

ウォーキング教室を今年も開催します。

　この教室は、減量やダイエットに着目し

たウォーキング教室です。日頃何気なく

行っている歩行や立ち方を、姿勢を意識し

て実践することで、自然とダイエットにつ

ながり、結果的に、立ち居振る舞いも美し

くなりますので、ぜひご参加ください。

□期日　２月１９日昌・２６日昌（全２回）

□時間　午後１時３０分～３時３０分

□場所　保健福祉総合センター（吉田２４６５）

□講師　 駒  崎 　 優 氏（ＮＰＯ法人ウォーキ
こま ざき まさる

ング研究所）

□内容　歩いた時間や歩数は全く関係な

い、効率よく減量するための歩き方を伝

授します

□対象　町内在住で体重や腹囲が気になっ

ている人

□定員　３０人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　健康づくり課へ直接、または

電話で申し込む

□持参する物　運動のできる服装、上履き、

飲み物、タオル、ヨガマット、歩数計

（ヨガマットと歩数計をお持ちでない人

には貸し出します）

□費用　無料

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・２１２１）へ。

スリムアップウォーキング教室
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【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　１２月２日～１３日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０９３マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３６マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　１２月４日、２４日に町内２か所の浄配水場と、

１２月２５日に東部地域水道事務所（千代田町）

で放射性物質の検査を行った結果、それぞれ

放射性物質は検出されず、飲用に支障がない

ことが確認されています。

【被災者への支援（１２月２７日現在）】

□義援金総額　１,７１３万５,１０６円

東日本大震災関連情報

　
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年

の
１
月
か
ら
　
月
ま
で
の
１
年
間

１２

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
介
護
保
険

料
な
ど
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る
場
合
の
源
泉
徴
収
税
額

は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
か
ら
介

護
保
険
料
額
な
ど
を
控
除
し
た
後

の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な

ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
申
告
手
続
き
を
す
る
際
に
こ

の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
　
も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉

徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金

証
書
を
持
参
の
上
、
住
所
地
を
管

轄
す
る
年
金
事
務
所
で
再
発
行
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉
徴

収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
５
）、
ま
た
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
緯
０
５
７
０
・
　
・
１
１

０５

６
５
）、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
（
緯
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１

６
５
）
へ
。

【
新
入
学
外
国
籍
児
童
の
就
学
申

請
受
付
】

　
４
月
か
ら
町
立
小
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
外
国
籍
児
童
の
保

護
者
は
、
町
教
育
委
員
会
に
て
就

学
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
通
知
を
し
ま
す

の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　
～
　
日
　

２０

（月）

２４

（金）

□
時
間

・
午
前
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

・
午
後
１
時
～
５
時

□
場
所
　
学
校
教
育
課

□
対
象
　
２
０
０
７
年
４
月
２
日

か
ら
２
０
０
８
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
外
国
籍
幼
児
で
、
就

学
時
健
康
診
断
を
受
診
し
た
人

【
第
　
回
大
泉
町
児
童
生
徒
作
品
展
】

２５

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

制
作
し
た
、
個
性
豊
か
で
ア
イ

デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
併
設
し
て
「
第
４

回
大
泉
か
る
た
原
画
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　
日
　

２２

（水）

２６

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
分
３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
平
面
、
立
体
、
書
写
の

代
表
作
品
７
４
６
点
の
展
示

【
大
泉
町
特
別
支
援
学
級
作
品
展
】

　
町
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
の
児
童
生
徒
が
制
作
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

□
期
間
　
２
月
１
日
　
～
７
日
　

（土）

（金）

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
１５

□
場
所
　
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

□
内
容
　
平
面
、
立
体
、
書
写
な

ど
の
作
品
を
展
示

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
内

線
３
０
２
）
へ
。
な
お
、「
第
４
回

大
泉
か
る
た
原
画
展
」
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興

課
（
内
線
３
０
４
）
へ
。

学
校
教
育
課
か
ら
の

お

知

ら

せ

学
校
教
育
課

源

泉

徴

収

票

が

送

ら

れ

ま

す

住
民
課

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の
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□納期限　１月３１日晶

□今月の納期

・町県民税　　　　　　　４期

・国民健康保険税　　　　７期

・介護保険料　　　　　　７期

・後期高齢者医療保険料　７期

※口座の再振替で納付した場合、一定金

額を超えると延滞金がかかる場合があり

ますので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　１月１５日、２２日、２９日およ

び２月５日、１２日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１月１１日、１８日、２５日およ

び２月１日、８日、１５日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこと

もありますので、事前にご確認くださ

い。詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

時間外窓口

町の人口と世帯

先月の１１９番

□
期
日
　
２
月
１
日
　（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
（
午

３０

後
１
時
受
付
開
始
）

□
内
容
　
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
製
作

※
当
日
は
、
ゲ
ー
ム
券
が
必
要
で

す
。数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
南
児
童
館
（
緯
　
・
６３

１
７
２
１
）
へ
。

　
県
で
は
、
県
民
税
均
等
割
の
超
過

課
税
と
し
て「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
」

を
平
成
　
年
４
月
か
ら
導
入
し
、
県

２６

民
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

□
納
税
額

・
個
人
県
民
税
…
年
間
７
０
０
円

・
法
人
県
民
税
…
資
本
金
な
ど
の

額
に
よ
り
年
間
１
４
０
０
円
か

ら
５
万
６
０
０
０
円
が
加
算
さ

れ
ま
す

□
期
間
　
平
成
　
年
度
～
平
成
　

２６

３０

年
度
（
５
年
間
）

※
詳
し
く
は
、県
総
務
部
税
務
課（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
２
１
９
６
）へ
。

　
１
１
０
番
通
報
は
、
警
察
へ
の

緊
急
電
話
で
す
。

【
１
１
０
番
通
報
は
す
べ
て
群
馬

県
警
察
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
】

　
電
話
が
つ
な
が
る
と
１
１
０
番

通
報
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
お
答
え
く
だ
さ

い
。警
察
本
部
で
は
、
１
１
０
番
通

報
を
受
理
し
な
が
ら
管
轄
署
や
パ

ト
カ
ー
へ
無
線
指
令
で
現
場
へ
出

動
さ
せ
る
な
ど
の
指
示
を
し
ま
す
。

【
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
し
た
場
合
】

　
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
途

切
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
場
所
を
移
動

し
て
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
県
境
付
近
で
は
他
県
の
警
察

本
部
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
群
馬
県
の
警
察
本
部
に
転

送
さ
れ
ま
す
の
で
警
察
官
の
指
示

に
従
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
】

　
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
に
１
１

０
番
を
利
用
す
る
と
回
線
数
の
都

合
も
あ
り
、
緊
急
電
話
に
対
応
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
緊
急
を
要
さ

な
い
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

は
、
警
察
相
談
電
話
「
＃
９
１
１

０
」、ま
た
は
大
泉
警
察
署
へ
お
か

け
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
大
泉
警
察
署
（
緯

　
・
０
１
１
０
）
へ
。

６２　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、「
穏
や
か

な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
」
と
い
う

テ
ー
マ
で「
第
８
回
館
林
邑
楽
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
１
日
　（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
館
林
市
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル（
館
林
市
城
町
１
の
２
）

□
内
容

・
地
域
の
医
療
従
事
者
に
よ
る
現

状
報
告

・
特
別
講
演
…
「
医
療
者
に
と
っ

て
 看
  取
 り
と
は
　
在
宅
死
を
視

み
 

と

野
に
入
れ
て
」

□
講
師
　
 黒
  岩
  卓
  夫
 氏
（
医
療
法

く
ろ
 
い
わ
 
た
く
 
お

人
社
団
 萌
  気
  会
 理
事
長
）

も
え
 
ぎ
 
か
い

□
定
員
　
５
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
総

務
課
（
緯
　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２

□
期
日
　
１
月
　
日
　
～
　
日
　

２３

（木）

２６

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
入
場
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
木

村
　
稔
さ
ん（
緯
　
・
６
０
０
８
）へ
。

６２

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

県
総
務
部
税
務
課

か

ぜ

っ

子

ま

つ

り

南
児
童
館

１
月
　
日
は
１
１
０
番
の
日

１０

大
泉
警
察
署

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
」
写
真
展

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

館
林
邑
楽
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

前月対比１２月末日現在の数

＋９４０,７５９　人
人 口

(＋３７)(６,０５０　人)
＋１４２１,０８３　人

男
(＋２８)(３,１９９　人)
－５１９,６７６　人

女
(＋９)(２,８５１　人)
１８１７，７３２世帯

世帯数
(＋１７）(３,０００世帯)

出  生　３５人　　死  亡　２４人
(　)内は外国人数・世帯数

平成２５年累計１２月分

２２（11）件０件△火災発生
（　）内は建物火災

７，１０２，０００円０円△損 害 額
※調査中のものは除く

１,４２８件１４８件△救急出動
１９５件２４件 煙交通事故
９３３件９８件 煙急 病
３００件２６件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９
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太
田
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険

物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
既
得
者

で
、
引
き
続
き
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
の

講
習
を
受
け
た
後
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
、

ま
た
は
新
た
に
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
事
さ
れ
た
人
は
１
年
以
内
に

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

新
規
に
免
状
を
取
得
し
た
人
は
３

年
以
内
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
は
２
回
の
う
ち
い

ず
れ
か
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
５
日
　（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
申
込
方
法
　
免
状
と
県
収
入
証

紙
を
持
参
し
て
太
田
市
消
防
本

部
予
防
課
、
ま
た
は
中
央
・
東

部
・
西
部
・
大
泉
消
防
署
の
各
総

務
・
予
防
係
へ
直
接
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１５

（水）

２９

日
　（水）

□
費
用
　
４
７
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
。
必
ず
県
収
入
証
紙

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
４

月
　
日
　
か
ら
　
日
　
に
ア
メ
リ

１６

（水）

２０

（日）

カ
・
シ
カ
ゴ
市
の
高
校
生
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
（
緯
０
８
０
・
６
８
１
２
・
０

１
５
２
）
へ
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

お
も
し
ろ
創
造
塾
「
木
の
鼓
動
を

感
じ
よ
う
～
み
ん
な
で
作
ろ
う
手

作
り
名
札
～
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は

町
民
体
育
館
内
で
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
８
日
　（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
民
体
育
館
周
辺
（
仙

石
３
の
　
の
１
）

２２

□
内
容
　
木
製
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

名
札
の
作
成
や
、
木
や
木
の
葉

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
実
験

□
対
象
　
小
・
中
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
受
付
　
１
月
　
日
　
～
　

２２

（水）

３１

日
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（金）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ
直

接
、
費
用
を
添
え
て
申
し
込
む

□
費
用
　
２
０
０
円（
材
料
費
な

ど
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
３
０
６
）
へ
。

　
平
成
　
年
度
が
ん
に
強
い
ぐ
ん

２５

ま
づ
く
り
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
５
日
　（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
（
受
付
開
始
午
後
０
時
　

３０

３０

分
～
）

□
場
所
　
館
林
市
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル（
館
林
市
城
町
１
の
２
）

□
内
容
　

・
講
演「
知
っ
て
得
す
る
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
の
基
礎
知
識
～
早
く

見
つ
け
て
治
せ
る
が
ん
～
」

・
が
ん
体
験
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
□
講
師
　
 茂
  木
 文
孝
氏
（
県
健
康

も
 

ぎ

づ
く
り
財
団
診
療
所
兼
が
ん
登

録
室
長
）　

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

２４

（金）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ミ
ナ
ー
「
シ
ェ
フ
直
伝
！
　
お

い
し
い
・
簡
単
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
料

理
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１３

（木）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

□
場
所
　
町
公
民
館
実
習
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
３
種
類
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
作
り

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
、
ま
た
は
男
女
の
ペ
ア
（
夫

婦
、
親
子
、
友
人
同
士
な
ど
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
、
電
話
、
E
メ
ー
ル
（jinke

n-d
a
njo@
tow
n.oizum

i.g
unm
a
.

jp

）、
ま
た
は
住
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:/

/oizum
i-kyoud

ou.jp/

）
で
申
し

込
む

□
持
参
す
る
物
　
ス
リ
ッ
パ
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

□
費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
緯

　
・
３
７
０
０
）
へ
。

５５　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校

家
庭
教
育
学
級
「
子
ど
も
の
心
と

対
話
す
る
～
共
に
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
～
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　

３１

（金）

□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
中
学
生
の
子
ど
も
と
ど

の
よ
う
に
接
し
て
、
心
の
声
と

対
話
す
れ
ば
よ
い
の
か
、「
こ
こ

ろ
の
通
う
対
話
法
」
の
著
書
を

持
つ
先
生
に
お
話
し
し
て
も
ら

い
ま
す

□
講
師
 　
浅
野
良
雄
氏
（
全
日
本

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
認
定

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

□
対
象
　
中
学
生
を
持
つ
親
お
よ

中
学
校
家
庭
教
育
学
級

町
公
民
館
学
級
事
務
室

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

大
泉
国
際
交
流
協
会

子
ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾

生
涯
学
習
課

が
ん
に
強
い
ぐ
ん
ま
づ
く
り

推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

健
康
づ
く
り
課

男

の

料

理

教

室

国
際
協
働
課

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課
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び
関
心
の
あ
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
、
電
話
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（g

a
kyujim

ushits

u@
post.sa

nnet.ne.jp

）
で
タ
イ

ト
ル
を
「
中
学
校
家
庭
教
育
学

級
申
込
」
と
し
て
、
本
文
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
入
力

し
て
申
し
込
む
　
　

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

２７

（月）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
学
級
事

務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

【
平
成
　
年
度
親
子
教
室
参
加
者
】

２６

□
活
動
日
時
　
毎
週
水
曜
日
、
ま

た
は
金
曜
日
　
午
前
９
時
　３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

□
内
容
　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
集
団
遊
び
、
歌
と
リ

ズ
ム
遊
び
、
ク
ラ
フ
ト
遊
び
、

研
修
会
な
ど

□
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

２３

平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

２５

幼
児
と
そ
の
親

□
定
員
　
各
児
童
館
と
も
曜
日
ご

と
に
　
組
（
申
込
多
数
の
場
合

２２

は
抽
選
）

□
申
込
開
始
日
　
２
月
３
日
　（月）

【
平
成
　
年
度
母
親
ク
ラ
ブ
会
員
】

２６

□
活
動
日
時
　
平
日
の
午
前
中

（
１
か
月
に
１
・
２
回
）

□
内
容
　
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、部
活
動（
手
芸
・
料
理
・

軽
ス
ポ
ー
ツ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ほ
か
）

□
対
象
　
大
泉
町
近
隣
在
住
の
母

親
と
親
子
教
室
に
参
加
す
る
母

親
□
費
用
　
年
額
１
２
０
０
円
（
部

活
動
に
参
加
す
る
場
合
は
、
別

に
部
会
費
を
徴
収
し
ま
す
）

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
各
児
童
館
へ
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
骨

盤
リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、「
寿
券
」
や

「
青
春
切
符
」、
年
齢
を
証
明
す
る

物（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
７
日
・
　
日
・
　

１４

２１

日
・
　
日
（
毎
週
金
曜
日
・
全

２８

４
回
）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１０

　
分
３０

□
場
所
　
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

娯
楽
室（
西
小
泉
５
の
６
の
１
）

□
講
師
　
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
氏
（
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
者
）

□
内
容
　
リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
に

よ
り
美
容
と
健
康
の
維
持
増
進

を
図
る

□
対
象
　
原
則
　
歳
以
上
の
人

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
１
月
　
日
２１

　
　
午
前
９
時
　
分

（火）

３０

□
持
参
す
る
物
　
運
動
に
適
し
た

服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
５
５
５
）
へ
。

６３

□
財
政
調
整
基
金

・
　
万
円
　
　
　
　
　
大
澤
慎
哉

１０
・
３
万
２
２
７
０
円
　
金
原
三
二

□
町
社
会
福
祉
へ

・
　
万
円
　
　
　
　
　
峯
﨑
俊
充

１０
・
５
万
円
　
大
泉
社
交
ダ
ン
ス
愛

好
会
一
同

親
子
教
室
・
母
親
ク
ラ
ブ

各
児
童
館

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１月２３日昭・２月１３日昭

午前１０時３０分～午後３時３０分

日時

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
２月４日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

情報情報くらしの Information

骨

盤

リ

ン

パ

ス

ト

レ

ッ

チ

教

室

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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みんなのみんなの
イラストイラスト

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、現地

のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

鏡石町派遣日記
いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河

９

るあやめで彩り、そこから、鏡石町のさまざまな

情報にアクセスできるようになっています。例え

ば、観光ページでは、以前お伝えした鏡石町の

「田んぼアート」が前面に押し出され、見どころや

鏡石町の特産品をチェックすることができます。

また、今回のホームページ

のリニューアルに伴い、ツ

イッターとフェイスブック

の運用も始まったようで

す。ぜひ、新しくなった鏡

石町ホームページをご覧に

なってみてください。

　１２月に入り、一段と寒さが増してきたと思った

ら雪が降り始め、朝起きて窓から外を眺めてみる

と、辺り一面が真っ白になっていました。大泉町

では１２月に雪が積もることはあまりないため、驚

きましたが、地元の人には当たり前のようで、外

からは子どもたちのはしゃぐ声が聞こえてきま

す。子どもたちは、一足早いクリスマスプレゼン

トをもらったような感じで、とても楽しそうにし

ていました。

　さて、鏡石町では、町の魅力をよりわかりやす

く伝えられるよう公式ホームページを大幅にリ

ニューアルしました。トップページを町の花であ 辺り一面雪景色

▼

Ｐ
・
N
　
ゆ
い
り
ん
ご

▼

Ｐ
・
N
　
ブ
ラ
ッ
ク

▼

Ｐ
・
N
　
雪
ダ
ル
マ

花
八
ツ
手
小
さ
き
夢
を
ふ
く
ら
ま
し

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

風
強
し
枯
葉
一
枚
し
が
み
付
く

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

秋
日
和
プ
ラ
ス
思
考
の
早
歩
き

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

山
茶
花
や
未
知
な
る
老
の
神
だ
の
み

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

冬
空
に
昭
和
背
負
い
し
ス
タ
ー
消
ゆ

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

向
き
合
い
て
女
心
鼓
舞
す
る
冬
薔
薇

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

幼
な
子
の
片
言
ま
じ
り
や
春
隣

岩
瀬
サ
ク
子
（
　
区
）

１９

枯
葉
舞
い
一
緒
に
踊
る
小
さ
き
靴

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

俳俳
　
　
　
句句

　平成２５年１２月２８日、消防署員・消防団

員の歳末警戒巡視激励を実施しました。

□村山町長のコメント　「年の瀬の三日間、

消防団員の皆様による深夜におよぶ歳末夜

警、大変ご苦労様です。町民の生命、財産

を守るため、防火・予防消防の徹底をよろ

しくお願いいたします」
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晴
れ
わ
た
る
上
毛
三
山
大
根
引
く

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

－

い
ず
み
俳
壇

－

ふ
き
だ
ま
る
枯
葉
行
く
先
思
案
中

林
　
宣
子
（
１
区
）

冬
茜
小
さ
き
街
を
染
め
に
け
り

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

秋
深
き
古
書
の
匂
ひ
し
神
保
町

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

よ
き
友
に
恵
ま
れ
し
日
々
年
を
越
す

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

友
の
死
を
葉
書
に
て
知
る
年
の
暮

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

冬
空
を
黒
く
染
め
あ
げ
鳥
の
声

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

冬
麗
や
和
の
色
か
を
る
水
彩
展

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

忌
を
修
す
母
の
や
う
な
る
小
春
空

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

雪
の
山
湯
け
む
り
ゆ
ら
り
露
天
風
呂

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

残
り
火
を
攫
ふ
小
雨
や
年
の
瀬
の

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

新
春
の
お
穏
や
か
日
和
寿
ぎ
て

皆
で
捕
も
う
幸
せ
の
虹

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－

「
ア
イ
ソ
ン
彗
星
」百
万
年
の
旅
を
お
え

熱
に
崩
壊
我
も
が
っ
か
り
す

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

新
藁
で
人
形
つ
く
る
年
の
暮

父
の
背
浮
か
ぶ
縁
の
日
溜
り

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

時
雨
降
る
庭
の
ろ
う
ば
い
の
葉
元
に
は

小
さ
き
蕾
の
ふ
く
ら
み
初
む
る

村
田
厚
子
（
２
区
）

年
の
暮
れ
空
を
仰
げ
ば
三
日
月
に

添
い
て
輝
く
宵
の
明
星

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

三
枚
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
孫
よ
り
届
き
た
る

吾
の
誕
生
日「
め
ざ
せ
百
歳
！
」

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

年
の
暮
ス
ー
パ
ー
の
店
に
ぎ
や
か
に

町
の
商
店
い
と
ど
さ
び
し
き

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

寝
室
に
見
る
満
月
が
窓
枠
に

二
時
間
と
ど
ま
り
西
へ
去
り
ゆ
く

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

花
な
ら
ば
今
が
盛
り
の
我
が
人
生

明
日
は
散
る
と
も
悔
い
は
残
ら
ず

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

「
俺
一
人
で
買
物
で
き
た
」と
言
い
な
が
ら

少
年
帰
る
さ
ざ
ん
か
咲
く
道

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

越
路
に
て
小
高
き
丘
よ
り
見
渡
せ
ば

市
街
地
を
包
む
雲
海
を
見
る

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

ひ
と
呼
吸
お
き
て
整
へ
受
話
器
持
つ

い
つ
も
苦
手
な
人
へ
の
伝
言

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

謎
謎
の
一
た
す
一
は
田
ん
ぼ
の
田

小
一
の
子
の
教
へ
く
れ
た
り

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

傘
寿
す
ぎ
心
静
か
に
暮
ら
し
た
し

梅
の
根
方
に
万
年
青
の
赤
き
実

大
町
　
操
（
太
田
市
）

と
り
ど
り
に
小
菊
位
置
占
め
咲
き
つ
ぎ
て

師
走
の
庭
辺
日
々
を
癒
や
さ
る

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
り
ん
ご
ベ
ル

▼

Ｐ
・
N
　
タ
コ

短短
　
　
　
歌歌
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

広報クイズ

①表紙の撮影場所は？ （伺１ページ）
　佳第一浄配水場 加いずみの杜 可役場

②○○犬のデモンストレーション （伺６、７ページ）
　佳盲導 加聴導 可介助

③第○○回大泉町児童生徒作品展 （伺１０ページ）
　佳２５ 加３０ 可３５

④○○○ストレッチ教室 （伺１３ページ）
　佳リンパ 加サンバ 可ルンバ

⑤１月１０日号に登場したぐんまちゃんの数

（伺各ページをよく見てね！）
　佳７ 加９ 可１１

☆「バレンタインの思い出」を教えてください（お

答えの中から、広報おおいずみに掲載させていた

だきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　１月２２日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□１２月号の正解

　①－研、②－硯、③－研、④－硯、⑤－可
□応募総数　８２通で正解は７９通でした

□当選者（敬称略）

長谷川善明（７区）、萩本喜美子（１３区）、藤橋　勲（１５区）

新井　輝（１５区）、芳賀博之（１５区）、熊田美佐子（１５区）

小野田美穂（１７区）、吉田かおる（１８区）、大川千秋（１９区）

佐藤美奈（２０区）、遠藤明美（２１区）、佐藤　拓（２２区）

河鰭香都也（２２区）、小林美恵子（２３区）、古野純子（２４区）

金子公彦（２５区）、石川昴汰（２６区）、髙野木子（２７区）

松木　武（２７区）、狩野千恵子（２８区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！

　
　
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１２

１０

☆
「
年
末
年
始
の
思
い
出
」
に

寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
大
み
そ
か
雪
が
降
り
、
駅
伝

が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
ド
キ
ド
キ
し
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

匿
名
希
望

　
私
が
小
・
中
学
生
の
と
き
、

学
業
の
神
様
に
学
業
成
就
の
祈

願
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ

の
御
利
益
は
、
私
で
は
な
く
、

子
ど
も
に
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
で
す
。

匿
名
希
望

　
多
々
良
沼
へ
初
日
の
出
を
見

に
。
　
神
社
で
火
を
た
い
て
、
み
か

ん
や
甘
酒
を
振
る
舞
っ
て
く
れ

ま
す
。
太
鼓
も
。
寒
い
け
ど
、

初
日
の
出
感
動
で
す
。

元
吉
由
紀
子
さ
ん
（
１
区
）

　
毎
年
、　

月
　
日
に
お
ば
あ

１２

３０

ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
で
、
お
正
月

に
食
べ
る
お
も
ち
を
ぺ
っ
た
ん

し
ま
す
。Ｐ

・
Ｎ
　
ゲ
コ
ガ
シ
ラ

　
祖
父
母
、
い
と
こ
た
ち
と
四
万

温
泉
で
湯
治
。
除
夜
の
鐘
を
聞

き
、新
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

吉
田
か
お
る
さ
ん
（
　
区
）

１８

　
来
年
は
受
験
生
。
気
を
引
き

締
め
て
す
ば
ら
し
い
元
日
を
迎

え
た
い
で
す
。

匿
名
希
望

　
子
ど
も
の
頃
、
毎
年
元
旦
に

徒
歩
で
金
山
へ
登
っ
て
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

川
島
恒
夫
さ
ん
（
　
区
）

１５

糸
初
日
の
出

糸
御
利
益
は
子
ど
も
に

糸
ド
キ
ド
キ

糸
お
も
ち
を
ぺ
っ
た
ん

糸
四
万
温
泉
で

糸
徒
歩
で
金
山
へ

糸
合
格
を
目
指
し
て

「
年
末
年
始
の
思
い

出

」
を
教

え
て
！
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っ
ち
び

子

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、

３
歳
未
満
の
町
内
在
住
の
お
子

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲

載
希
望
者
は
、広
報
情
報
課（
内

線
２
１
５
）
へ
。

どんなちびっ子？

元気で活発な男の子です。

パパとママと遊ぶときは負

けず嫌いなところもありま

すが、最近は弟とよく遊ん

でくれています。

好きなものは？

仮面ライダーが好きで、い

つも見ています。好物はメ

ロンと梨です。

パパ・ママからひとこと

これからもやさしいお兄

ちゃんで、兄弟仲良く元気

いっぱいでいてね。

 小
  島
 　
 陽
 く
ん

こ
 
じ
ま
 

は
る

（
９
区
・
３
歳
）

将
来
の
夢
は
？

夢
は
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
指
導
者
に

な
る
こ
と
で
す
。
経
験
者
で
あ
る

母
の
影
響
で
小
学
１
年
生
か
ら
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
始
め
、
今
で
は
世

界
大
会
に
も
出
場
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
将
来
は
、
私
を
指

導
し
て
く
だ
さ
る
コ
ー
チ
の
よ
う

に
、
と
き
に
厳
し
く
て
も
、
悩
ん

だ
と
き
に
は
親
身
に
な
っ
て
教
え

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
者
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
世
界

の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
育

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

学
校
・
学
年
は
？

県
立
大
泉
高
等
学
校
の
３
年
生
で

普
通
科
に
通
っ
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
は
？

友
だ
ち
と
お
昼
休
み
に
お
し
ゃ
べ

り
す
る
時
間
が
楽
し
い
で
す
。
授

業
で
は
数
学
が
好
き
で
、
難
し
い

問
題
に
挑
戦
し
て
答
え
を
導
き
出

せ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

週
に
３
、
４
回
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の

練
習
を
し
て
い
る
の
で
、
勉
強
と

両
立
さ
せ
る
た
め
、
授
業
は
集
中

し
て
臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 佐  柄  夏  葉 さん　（１８歳）
さ がら か よう

好きなこと

音楽鑑賞です。洋楽がお気に入りで、家でよく聴

いています。読書も好きです。

自分の性格

周りからは、明るい性格と言われます。

※エアロビックの写真は全国大会に出場したときの様子

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
指
導
者
に
な
っ
て

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
育
て
た
い

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

【
三
洋
電
機
叙
北
の
絵
画
】

　
三
洋
電
機
㈱
の
北
の
壁
に
描
か

れ
て
い
る
絵
画
。
こ
れ
は
平
成
９

年
に
町
発
足
　
周
年
を
記
念
し

４０

て
、
町
内
の
小
中
学
生
の
手
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
「
大
泉
町
の

四
季
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
絵
画
に
気
づ
い
て
い
て
も
じ
っ

く
り
と
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
人
の
子
ど
も
が
登
場
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
物
語
を
味
わ
い
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
美
し
い
絵
を
鑑
賞
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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ハンドベルと手遊びで
心安らぐ時間

健やか広場とにこにこ親子健康講座

１２月２０日、保健福祉総合センターで「健やか広場」が行

われました。ハンドベル演奏や、母子保健推進員さんによ

る手遊び、紙芝居などが行われ、音楽に合わせて親子で

歌ったり、リズムに合わせて手を叩いたりして、子どもた

ちも満面の笑顔。参加者同士で交流を図りながら、和やか

な時間を過ごしました。

ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の
選
手
と

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む１２月２５日、北小学校の体育館で「タグラグビーを楽しもう」が行われました。参加した

約６０人の児童は、ジャパンラグビートップリーグで活躍するパナソニックワイルドナ

イツの選手たちからタグラグビーの指導後、実際にゲームを行い、気持ちのよい汗を流

していました。終了後には、選手たちと握手をしたり、サインをもらったりする子ども

たちの姿も見られ、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
も
う
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１２月１日、役場中央公園で大泉町さけと遊ぶ会

による、さけの受精卵の配布が行われました。

当日は、さけの稚魚を育てることを楽しみにし

ている子どもたちの姿も見られ、多くの親子連

れなどが会場を訪れました。大きくなった稚魚

は３月、利根川に一斉放流されます。

３月の放流に向けて
大切に育てます

さけの受精卵を配布

訪れた人の目を
楽しませていました

１１月３０日・１２月１日の２日間、いずみの杜で

大泉町勤労者美術展が行われました。２日間で

約２５０人の来場者が訪れた会場には、勤労者の

皆さんの力作である絵画や書道、写真、手工芸

などの数多くの作品が展示され、訪れた人たち

は作品に見入っていました。

大泉町勤労者美術展

１２月１９日、文化むらで女性セミナー・就学前

家庭教育学級合同公開講座が行われました。群

読集団 冬  泉  響 による朗読劇「三遊亭 圓  朝  人  情 
とう せん きょう えん ちょう にん じょう

 噺 」が披露され、各演目が終わるごとに会場に
ばなし

集まったおおぜいの人からは、大きな拍手が送

られていました。

女性セミナー・就学前家庭教育学級合同公開講座

ゆっくり走って
無理なく運動します

はじめてのスロージョギング

１２月１９日、町民体育館で「はじめてのスロー

ジョギング」が行われました。あいにくの雨に

より、場所を室内に移しましたが、参加者はス

トレッチやウォーキングを行った後、早歩きと

変わらない速さのジョギングで、爽やかな汗を

流しました。

複数の読み手による
朗読が観客を魅了
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企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

B
est Shot

　「
病
院
な
ど
の
施
設
で
私
た

ち
が
作
っ
た
部
品
を
使
用
し
た

空
調
機
器
を
見
か
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
製

造
部
溶
接
課
に
所
属
す
る
柿
沼

秀
義
さ
ん
。
柿
沼
さ
ん
は
、
係

長
と
し
て
一
日
の
仕
事
の
段
取

り
、
作
業
員
数
の
手
配
な
ど
を

行
う
一
方
、
溶
接
作
業
者
と
し

て
も
活
躍
。
製
造
課
の
工
程
の

中
で
最
終
の
溶
接
に
携
わ
る
柿

沼
さ
ん
は
、「
１
つ
ひ
と
つ
の
部

材
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
多
く

の
人
の
手
を
経
て
完
成
し
、

し
っ
か
り
商
品
の
中
で
生
き
続

け
る
も
の
を
製
造
し
て
い
る
こ

と
に
充
実
感
を
感
じ
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
今
後
も

技
術
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
よ

い
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔

を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町大字吉田１２１０－３

会社の概要：１９６８年、日の出町に永沼製作所を

創業。１９７３年、大利根工業団地に工場を建設し、

１９９２年にはその工場を現在地に移転、本社とし

ました。従業員数は７５人、敷地面積は４,９５８．６７

㎡。主に電機メーカーの協力会社として、空調

配管部品を製造し、材料である銅パイプの切断、

曲げ、溶接などの工程

を担っています。高い

技術と品質が求められ

る溶接は、社内独自の

試験を設けるなど、技

術力の向上を図り、自

社の製品に誇りをもっ

て生産をしています。

㈱ナガヌマ

№４

▲製造している空調配

管部品の一部

▲シンボルマークが正面を飾ります

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

▲部品を１つひとつ溶接していきます

▲お話を伺った

 柿  沼  秀  義 さん
かき ぬま ひで よし

▲製品は検査を

経て出荷します

　
元
日
、
町
内
の
あ
る
場
所
か

ら
初
日
の
出
を
撮
影
。
そ
の
光

り
輝
く
様
子
は
印
象
的
で
、
思

わ
ず
両
手
を
広
げ
、「
今
年
も
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
す
ぞ
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
初
日
の

出
を
拝
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

平
成
　
年
は
 午
 年
。
午
と
い
え

う
ま

２６

ば
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
と
い
う

こ
と
で
、
今
号
に
は
「
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
」
が
ペ
ー
ジ
の
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
登
場
し
て
い
ま

す
。
初
日
の
出
の
撮
影
場
所
と

併
せ
て
広
報
ク
イ
ズ
の
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
探

し
て
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　（
貴
）


